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■ 建物共済掛金の現金納入は
　 コンビニ等で
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徳島県農業共済組合

徳徳
島島
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新
規
採
用
職
員
を

紹
介
し
ま
す

（
令
和
８
年
４
月
１
日
付
）

①
出
身
地
　
②
目
指
す
職
員
像
　
③
趣
味
・
好
き
な
も
の

　

令
和
８
年
３
月
23
日
㈪
午
後
１
時
30
分

よ
り
徳
島
県
農
業
共
済
組
合
本
所
４
階
会

議
室
で
臨
時
総
代
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

総
代
総
数
79
名
（
欠
員
６
名
）
の
う
ち
、

66
名（
本
人
出
席
24
名
、書
面
出
席
42
名
）

が
出
席
し
、慎
重
審
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

安
藝
組
合
長
の
あ
い
さ
つ
に
続
き
、
議

長
に
は
原
康
修
総
代
（
那
賀
町
）
が
選
出

さ
れ
、
提
出
さ
れ
た
全
議
案
が
原
案
通
り

可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

組
合
員
の
皆
様
、

　
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

第
１
号
議
案

　

徳
島
県
農
業
共
済
組
合
事
業
規
程
の
一

部
変
更
に
関
す
る
事
項

第
２
号
議
案

　

危
険
段
階
別
共
済
掛
金
率
（
家
畜
共

済
）
の
設
定
に
関
す
る
事
項

第
３
号
議
案

　

職
員
給
与
規
則
の
一
部
改
正
に
関
す
る

事
項

第
４
号
議
案

　
損
害
評
価
会
委
員
及
び
家
畜
診
療
所
運

営
委
員
の
選
任
に
関
す
る
事
項

附
帯
決
議

提
出
議
案

徳島県農業共済組合
臨時総代会 開催

中な
か

屋や

　
　
豪ご
う

①
美
馬
郡
つ
る
ぎ
町

②
明
る
く
元
気
に
た
く
さ
ん
の
人

に
愛
さ
れ
る
職
員
に
な
り
た
い

で
す
。
力
い
っ
ぱ
い
頑
張
り
ま

す
。

③
お
笑
い
芸
人

中な
か
や
ま山

　
知ち

華か

①
海
部
郡
牟
岐
町

②
日
々
学
び
な
が
ら
成
長
し
、
農

家
さ
ん
に
信
頼
さ
れ
る
職
員
を

目
指
し
て
頑
張
り
ま
す
。

③
写
真
撮
影

関せ
き

野の

　
秀
し
ゅ
う
せ
い星

①
徳
島
市
国
府
町

②
農
業
者
に
寄
り
添
い
信
頼
さ
れ

る
職
員
と
し
て
農
業
者
の
安
心

を
支
え
な
が
ら
地
域
農
業
の
発

展
に
貢
献
し
た
い
で
す
。

③
魚
釣
り
、
車

議長を務めた
原　康修 総代
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農
業
共
済
組
合
功
績
者
表
彰

前列左から
上野和明さん　細谷善信さん　近藤弘さん　前原良行さん

◆
全
国
農
業
共
済
協
会
長
表
彰

農
業
共
済
功
績
者
表
彰

第
１
号
表
彰 

（
４
名
）

穏
台　
　

治
（
勝
浦
郡
）

坂
東　

清
英
（
徳
島
市
）

田
岡　

茂
文
（
美
馬
郡
）

中
名　
　

寛
（
三
好
市
）

◆
徳
島
県

　
農
業
共
済
組
合
長
表
彰

特
別
功
労
者
表
彰
（
８
名
）

土
澤　

茂
利
（
海
部
郡
）

田
村　

拓
生
（
阿
南
市
）

河
井　

真
澄
（
阿
南
市
）

一
柳　

宗
之
（
小
松
島
市
）

細
谷　

善
信
（
勝
浦
郡
）

石
槌　

典
代
（
徳
島
市
）

藤
田　
　

博
（
吉
野
川
市
）

高
畑　

輝
子
（
三
好
市
）

一
般
功
労
者
表
彰
（
23
名
）

山
﨑　

昭
次
（
海
部
郡
）

中
田　

和
也
（
阿
南
市
）

湯
浅　
　

整
（
阿
南
市
）

西
野
百
合
子
（
勝
浦
郡
）

山
部　

誕
子
（
勝
浦
郡
）

中
谷　

隆
一
（
徳
島
市
）

武
市　
　

登
（
徳
島
市
）

酒
井　
　

清
（
徳
島
市
）

柏
木　

克
之
（
徳
島
市
）

宮
林　

盛
司
（
名
東
郡
）

高
砂　
　

正
（
名
西
郡
）

武
市　

佐
市
（
名
西
郡
）

古
林　

聖
一
（
鳴
門
市
）

島
本　

昌
人
（
鳴
門
市
）

近
藤　
　

弘
（
板
野
郡
）

上
野　

和
明
（
阿
波
市
）

喜
島　

寧
子
（
吉
野
川
市
）

尾
形　

勘
一
（
美
馬
市
）

西
岡　

博
志
（
美
馬
市
）

山
西　

朝
雄
（
三
好
市
）

田
野　

増
雄
（
三
好
市
）

三
好　

吉
廣
（
三
好
郡
）

土
井　

文
夫
（
三
好
郡
）

優
良
推
進
員
表
彰

〈
個
人
の
部
〉（
16
名
）

野
村　

耕
司
（
海
部
郡
）

栗
本　

拓
磨
（
那
賀
郡
）

中
川　

晴
代
（
那
賀
郡
）

前
原　

良
行
（
小
松
島
市
）

庄
野　

敏
彦
（
小
松
島
市
）

豊
田　

昌
宏
（
徳
島
市
）

新
田　

俊
和
（
徳
島
市
）

和
喜　
　

啓
（
徳
島
市
）

西
内　

健
一
（
阿
波
市
）

中
西　
　

勇
（
阿
波
市
）

矢
部　

郁
夫
（
吉
野
川
市
）

松
浦　

文
人
（
美
馬
市
）

天
毎
木
孝
利
（
美
馬
市
）

大
浦
永
太
郎
（
美
馬
郡
）

細
川　

幹
男
（
三
好
市
）

谷　
　
　

元
（
三
好
郡
）

　

令
和
７
年
度
臨
時
総
代
会
に
お
い
て
、
日
頃
よ
り

農
業
保
険
事
業
の
運
営
と
組
合
の
発
展
に
ご
尽
力
い

た
だ
い
た
方
々
へ
表
彰
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
た
び

表
彰
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
皆
さ
ま
に
、
謹
ん
で
お
祝

い
を
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ま
で
の
ご
功
績

に
対
し
深
く
敬
意
と
感
謝
の
意
を
表
し
ま
す
。

令
和
７
年
度　
被
表
彰
者
（
順
不
同
・
敬
称
略
）
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総
代
は
、
組
合
員
の
代
表
と
し
て
最
高
議
決
機
関
の
総
代
会
を
構
成
し
、
事
業
計
画
、
予
算
、
役
員
選

任
な
ど
の
組
合
運
営
の
重
要
な
事
項
に
つ
い
て
意
見
を
述
べ
、
審
議
決
定
を
す
る
役
職
で
す
。

※
任
期
は
令
和
８
年
４
月
１
日
～
令
和
11
年
３
月
31
日
ま
で
の
３
年
間
で
す
。

　
任
期
満
了
に
伴
う
総
代
改
選
が
行
わ
れ
、
85
名
の
新
総
代
が

選
出
さ
れ
ま
し
た
。

総
代
の
紹
介

損
害
評
価
会
委
員
の
紹
介

損
害
評
価
会
長

福
永　

勝
之

職
務
代
行

島
本　

昌
人

農
作
物
共
済

◎
福
永　

勝
之

高
崎　

正
二

桟
敷　

高
明

佐
原　

義
和

島
本　

昌
人

中
木　

充
佳

原　
　

寛
治

原
田　

直
夫

前
川　

繁
樹

美
馬　

明
義

安
渕　

潤
一

好
岡　

秋
男

畑
作
物
共
済

◎
安
渕　

潤
一

高
崎　

正
二

桟
敷　

高
明

原
田　

直
夫

美
馬　

明
義

果
樹
共
済

う
ん
し
ゅ
う
み
か
ん
部
会

◎
細
谷　

善
信

市
原　

善
文

大
川　
　

亮

大
久
保　

巌

岡　
　

佳
一

岡
島
さ
つ
き

ゆ
ず
部
会

◎
岡
島
さ
つ
き

井
岡　

明
徳

大
川　
　

亮

西
岡　

稔
高

藤
田　

千
秋

な
し
部
会

◎
岡
島
さ
つ
き

大
川　
　

亮

黒
田　

一
夫

信
田　

昭
仁

矢
野　

満
夫

う
め
部
会

◎
岡
島
さ
つ
き

粟
飯
原
充
志

天
野　

宣
正

大
川　
　

亮

家
畜
共
済

◎
田
上
総
一
郎

片
山　

正
敏

窪　
　

裕
司

野
上　

真
司

園
芸
施
設
共
済

◎
河
野　

由
希

竹
本　

真
仁

新
居　
　

智

岡
久　

敏
弘

任
意
共
済

◎
三
木　

康
浩

片
岡　

靖
雄

桝
本　

泰
利

岡
久　

敏
弘

◎
は
部
会
長

（
敬
称
略
）

　
損
害
評
価
会
委
員
は
、
災
害
発
生
に
係
る
損
害
の
防
止
及
び
認
定

に
つ
い
て
調
査
審
議
し
損
害
評
価
の
適
正
化
を
行
う
役
割
を
担
っ
て

い
ま
す
。

※
任
期
は
、
令
和
8
年
４
月
１
日
～
令
和
11
年
３
月
31
日
の
３
年

間
で
す
。

海
部
郡・

那
賀
郡
区（
５
名
）

上
村　

博
敏

中
山　

昌
之

西
岡　

利
信

原　
　

敏
文

吉
岡　
　

誠

阿
南
市
区（
14
名
）

島
田　

光
男

村
田　

和
生

美
馬　
　

徹

村
崎　

明
汎

尾
崎　

則
一

片
山　

正
照

仁
木　

照
夫

大
東　

範
壽

廣
田　

惣
一

八
多　

正
夫

米
山　

博
城

喜
多　

孝
夫

湯
浅　

壽
廣

柴
田　

忠
行

小
松
島
市・

勝
浦
郡
区（
10
名
）

神
田　

一
明

末
岐　

仁
人

福
元　

英
夫

宮
田　

芳
和

赤
岩　

和
彦

松
下　

一
一

高
瀬　
　

元

上
田　

善
一

上
野　

寿
治

平
井　

敏
彦

徳
島
市
区（
10
名
）

福
本
ヒ
ロ
ミ

木
村　

拡
史

原
田　

和
彦

日
下　

誠
也

山
瀬　

克
裕

伊
川　

幸
治

久
米　

和
弘

阿
部　

誠
一

森　
　

隆
章

岡　
　

和
博

名
東
郡・

名
西
郡
区（
６
名
）

山
田　

光
春

大
黒　

政
雄

大
﨑　
　

章

梶
野　

利
男

前
田　

典
秀

溝
田　

幸
男

鳴
門
市・

板
野
郡
区（
10
名
）

安
藝　

精
一

田
村　

博
昭

姫
田　

和
永

和
田　

敬
司

岩
田　

好
史

近
藤　
　

弘

石
川　
　

豊

佐
野　

和
宏

板
東　

照
之

安
岡　

道
博

阿
波
市・

吉
野
川
市
区（
17
名
）

大
木　

一
哉

村
雲　

貴
文

坂
東
満
二
郎

兼
松　

英
明

大
村　

敏
信

近
藤　

義
男

武
市　

光
博

秋
月　
　

稔

金
山　

重
治

佐
藤　

明
広

八
木　

隆
典

福
井　

英
利

酒
巻　

啓
二

石
田　

和
宏

鴻
野　

忠
司

山
下　
　

祐

鎌
倉　

英
章

美
馬
市・

美
馬
郡
区（
６
名
）

佐
藤　

充
生

曽
川　

明
道

松
原　

知
昭

満
寿
川　

誠

安
達　

英
雄

山
下　

裕
司

三
好
市・

三
好
郡
区（
７
名
）

髙
尾　
　

稔

糸
田
川
武
男

工
藤　

一
雄

本
家　

宏
一

南　
　

義
明

谷
藤　
　

隆

松
田　

芳
一

（
敬
称
略
）
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建物共済

建物共済掛金を
現金納入されている方へ

令和8年９月から建物共済掛金をコンビニ等で納入していただけます！

　組合員の皆さまの利便性の向上と現金納入の原則廃止の取組として、組合から送付される払込票を
使用して、コンビニとゆうちょ銀行で建物共済掛金を納入していただけるようになります。

　掛金等の納入については、コンビニ収納の他に、引き続き口座振替のご利
用もお願いしております。
　口座振替を利用できる金融機関は、県内 JA、ゆうちょ銀行、阿波銀行、
徳島大正銀行、四国銀行です。

コンビニ収納 〜掛金お支払いまでの流れ〜 

自動継続特約を付帯して
建物共済を契約していた
だきます。

毎年度、建物共済の自動
継続期間中にご案内と払
込票が届きます。

3 〜 10 年の範囲で契約が自動更新される特約です。
その間は建物共済加入申込書の提出が不要になります。
※毎年契約内容を見直しいただけます。

自動継続特約の付帯について

納期限内にコンビニ、ま
たはゆうちょ銀行に払込
票をお持ちになってお支
払いください。

STEP 1 STEP 2 STEP 3

口座振替の
ご案内

● 払込票と現金さえあればご自身で納入可能。

● 振込手数料は無料です。（組合が負担します）
● 払込票は郵便局の金融窓口でも使用できます。
● コンビニなら 24 時間、受け付けてもらえます。

ここが
便利！ コンビニ収納！

ローソン、ファミリーマート、セブンイレブン、
ゆうちょ銀行、ミニストップ、
ニューヤマザキデイリーストア　etc 

払込票を利用できる店舗・金融機関
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収 保入 険

農業経営収入保険
令和9年補償加入申込受付中!

　青色申告の実績が１年以上ある農業経営者（個人・法人）を対象に、全ての農産物に対して自然災害による収
量減少や価格低下をはじめ、農業者の経営努力では避けられない様々なリスクによる収入減少を補償します。

様々なリスクに備えて収入保険に加入しましょう

事故発生通知や営農計画の変更等のご連絡に収入保険専用の
メールアドレスをご活用ください。(upload@nosai-tokushima.jp)

　保険期間の収入が基準収入の９割（５年以上の青色申告実績がある場合の補償限度額の上限）を下回った
場合に、下回った額の９割を上限に補てんします。
※「基準収入」は、過去５年間の平均収入を基本に規模拡大など、保険期間の営農計画も考慮して設定します。

保険期間の農産物の販売収入が 900万円を下回った場合に補てんされます。
基準収入が 1,000 万円の場合（保険方式 80％ + 積立方式 10％、支払率 90％）

• 補償内容

保険期間の
販売収入
700万円

保険方式 90万円

自己責任部分

合計
180万円
補てん

積立方式 90万円

保険期間の
販売収入
800万円

自己責任部分
合計
90万円
補てん

積立方式 90万円

保険期間の
販売収入
500万円

保険方式 270万円

自己責任部分

合計
360万円
補てん

積立方式 90万円

詳しくはお近くの NOSAI までお問い合わせください。

• 保険料

　保険料（掛捨て
部分）は、保険年
の必要経費として
計上できます。
　積立金は補てんに使われな
ければ、翌年に持ち越します。

積立方式併用タイプ （保険方式 80％＋積立方式 10％、支払率 90％）

過去平均
販売金額

1,000万
3,000万
5,000万

保険料
（掛捨て部分）

13万円
38万円
64万円

積立金

22.5万円
67.5万円

112.5万円

合計

35.5万円
105.5万円
176.5万円

・計画していた作物や作付面積に変更はありませんか。
・事故や災害で収入が減少することが見込まれませんか。
このような場合はお近くの NOSAI まで忘れずご連絡を！
※通知が遅れると、保険金等のお支払いができない場合がございます。

収入保険加入者
の皆様へ

お忘れでないですか？
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農
機
具
共
済

家
畜
共
済

最
高
補
償
額

　
　
2
0
0
0
万
円
に

事
故
外
診
療
料
金
が

変
わ
り
ま
す

　

農
機
具
共
済
、
１
台
あ
た
り
の
共
済
金
額
上
限
が
こ
れ
ま
で
の
１
０
０
０
万

円
か
ら
２
０
０
０
万
円
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

実
際
に
購
入
さ
れ
た
金
額
を
上
限
に
、
２
０
０
０
万
円
ま
で
満
額
補
償
が
で

き
ま
す
。

　

近
年
、
農
機
具
の
購
入
価
格
が
上
昇
し
て
お
り
ま
す
。
１
０
０
０
万
円
を
超

え
る
農
機
具
を
お
持
ち
の
方
、
ま
た
購
入
を
検
討
さ
れ
て
い
る
方
は
、
ぜ
ひ
お

近
く
の
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

事
故
の
連
絡
が
遅
れ
、
す
で
に
修
理
が
完
了
し
て
損
傷
の
状
態
が
確
認
で
き

な
い
と
き
は
共
済
金
を
お
支
払
い
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

ご
不
明
な
点
や
詳
し
い
内
容
は

お
近
く
の
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

①
「
削
蹄
」
を
追
加
し
ま
す
。

・
削
蹄
師
さ
ん
に
頼
み
づ
ら
い
、
少
数
の
頭
数
に
対
応
し
ま
す
。

　

共
済
加
入
畜
１
肢
１
５
０
０
円（
税
別
）
で
す
。

　

お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

②
「
断
角
」
料
金
を
見
直
し
ま
す
。

・
こ
れ
ま
で
は
共
済
加
入
畜
１
頭
３
０
０
０
円（
税
別
）
で
し
た
が
、

　

計
算
単
位
を
共
済
加
入
畜
１
角
１
５
０
０
円（
税
別
）
に
変
更
し
ま
す
。

　

ま
た
、
線
鋸
を
使
用
し
た
（
角
が
太
い
）
場
合
に
は

　

共
済
加
入
畜
１
角
２
０
０
０
円（
税
別
）
を
い
た
だ
き
ま
す
。

③
「
妊
娠
鑑
定
」
料
金
を
見
直
し
ま
す
。

・
こ
れ
ま
で
は
共
済
加
入
畜
１
頭
１
５
０
０
円（
税
別
）
で
し
た
が
、

　

国
の
定
め
る
診
療
料
種
別
単
価
の
見
直
し
に
合
わ
せ

　

共
済
加
入
畜
１
頭
２
０
０
０
円（
税
別
）
に
変
更
し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
先

　
　
徳
島
県
農
業
共
済
組
合　
家
畜
診
療
所

　
　
☎
０
８
８

−

６
７
７

−

４
５
１
１

【
令
和
８
年
４
月
１
日
～
】 

※画像はイメージです。実際の作業時は固定枠はありません。

事
故
発
生
の
際
は

速
や
か
に
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
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農
業
保
険
加
入
品
目
を
守
る
た
め
に
新
た
に
電
気
柵
、
罠
、

金
網
等
を
設
置
し
た
費
用
を
一
部
助
成
し
ま
す
。

　

防
護
施
設
な
ど
の
設
置
に
要
し
た
経
費
の
内
、

※
購
入
か
ら
１
年
以
内
か
つ
令
和
８
年
12
月
31
日
ま
で
に
設
置

を
行
っ
た
施
設
が
対
象
で
す
。

※
自
己
負
担
が
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
対
象
外
に
な
り
ま
す
。

◎
申
請
は
施
設
の
設
置
が
確
認
で
き
る
日
、

　
か
つ
令
和
９
年
１
月
31
日
ま
で
に
お
願
い
し
ま
す
。

有
害
鳥
獣
対
策
施
設
の
設
置
へ
の

一
部
助
成　
　
（
防
鳥
ネ
ッ
ト
は
対
象
外
と
な
り
ま
す
）

　
　
個
人　
　
　
　
　

 

… 

30
％
以
内 

で
３
万
円

　
　
生
産
組
合
、
法
人 

… 

30
％
以
内 

で
５
万
円

を
限
度
と
し
て
、
お
支
払
い
し
ま
す
。

　

防
除
団
体
や
集
落
営
農
組
織
が
病
害
虫
に
よ
る
被
害
を
未
然

に
防
止
す
る
た
め
の
費
用
を
一
部
助
成
し
ま
す
。

　

団
体
等
の
構
成
員
の
う
ち
、
農
業
保
険
（
水
稲
共
済
、
収
入

保
険
）
に
加
入
し
て
い
る
方
（
ほ
場
）
が
対
象
と
な
り
、
交
付

単
価
は
10
ａ
あ
た
り

◎
航
空
防
除
も
地
上
で
の
散
布
も

　
助
成
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

◎
申
請
は
一
斉
防
除
実
施
日
の

　
10
日
前
ま
で
に
必
ず
お
願
い
し
ま
す
。

農作物共済からのお知らせ
　令和７年産水稲共済の共済金を右記のとおり
振込支払いしました。

•戸　　　数：184戸
•支払共済金：9,134,434円
•支　払　日：令和７年12月23日

水
稲
共
済
損
害
防
止
費（
一
斉
防
除
）の

一
部
助
成

病
害
虫
対
策
・

有
害
鳥
獣
対
策
の

一
部
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す

　
　
全
員
が
加
入　
　

 

… 

３
０
０
円
以
内

　
　
一
部
の
方
が
加
入 

… 

２
０
０
円
以
内

　
と
な
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

（
複
数
の
農
業
保
険
加
入
者
で
構
成
さ
れ
た
生
産
組
合
、
法
人
に
限
り
ま
す
）

　
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
で
は
、
病
害
虫
・
有
害
鳥
獣
に
よ
る
農
作
物
へ
の

被
害
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
の
取
組
に
対
し
、
設
置
費
用
・
防

除
費
用
の
一
部
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ご
希
望
の
方
は
各
申
請
期
日
ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
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イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
（
会
員
制
情
報
交

流
サ
イ
ト
）
を
活
用
し
て
生
産
者
の

顔
が
見
え
る
発
信
に
も
意
欲
的
だ
。

　

旨
味
の
決
め
手
は
土
づ
く
り
に
あ

る
。
鳴
門
わ
か
め
に
、
糖
蜜
や
微
生

物
を
加
え
、
じ
っ
く
り
発
酵
さ
せ
た

自
家
肥
料
で
根
を
育
て
、
微
生
物
が

働
き
や
す
い
環
境
を
整
え
て
い
る
。

こ
う
し
た
丁
寧
な
地
質
管
理
が
甘
味

と
香
り
の
あ
る
ね
ぎ
に
仕
上
げ
て
い

る
。

　

３
Ｌ
サ
イ
ズ
に
も
な
る
特
大
の
ね

ぎ
は
贈
答
用
と
し
て
も
人
気
で
、「
宝

ね
ぎ
」
は
食
卓
の
主
役
に
な
る
存
在

だ
。「
県
西
部
の
起

爆
剤
に
な
り
た
い
」

そ
の
思
い
を
胸
に
全

国
へ
の
販
路
拡
大
に

挑
む
。

　

美
馬
市
の
藤
原
昌
樹
さ
ん
は
、
白

ネ
ギ
「
宝
（
た
か
ら
）
ね
ぎ
」
で
勝

負
す
る
農
家
だ
。

　

宝
ね
ぎ
は
、
高
級
ス
ー
パ
ー
や
百

貨
店
等
に
む
け
て
藤
原
さ
ん
が
プ
ロ

デ
ュ
ー
ス
し
、
関
東
・
九
州
を
は
じ

め
全
国
に
展
開
し
て
い
る
。
じ
ゅ
わ

っ
と
口
い
っ
ぱ
い
に
溢
れ
る
旨
味
と
、

甘
み
が
特
徴
の
藤
原
さ
ん
自
慢
の
ね

ぎ
。
商
品
の
袋
、
外
箱
の
デ
ザ
イ
ン

の
見
せ
方
に
も
こ
だ
わ
っ
て
お
り
、

自
作
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
封
入
す
る
な

ど
、
販
売
先
の
「
売
り
や
す
い
形
」

を
意
識
し
て
商
品
を
設
計
し
て
い
る
。

　

大
学
卒
業
後
、
企
業
に
勤
め
る
よ

り
も
自
分
の
意
思
で
様
々
な
事
に
挑

戦
し
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
農
業
を

始
め
、
営
農
５
年
目
に
な
る
多
田
和

宏
さ
ん
。
米
や
カ
リ
フ
ラ
ワ
ー
、
茄

子
、
ほ
う
れ
ん
草
な
ど
を
栽
培
し
て

い
る
。
特
に
カ
リ
フ
ラ
ワ
ー
に
つ
い

て
は
、「
雨
不
足
の
際
に
は
１
株
ず

つ
丁
寧
に
水
や
り
を
し
た
り
、
真
っ

白
な
カ
リ
フ
ラ
ワ
ー
を
作
る
た
め

に
、
日
光
が
当
た
ら
な
い
よ
う
手
作

業
で
葉
っ
ぱ
を
被
せ
た
り
す
る
な
ど

苦
労
も
多
い
で
す
」
と
話
す
。

　

令
和
７
年
７
月
に
「
株
式
会
社
Ｋ

Ａ
Ｚ
Ｕ
Ｆ
Ａ
Ｒ
Ｍ
」
を
設
立
。「
友

人
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
に
米
を
出
荷
す
る

際
に
使
用
す
る
パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
デ
ザ

イ
ン
や
、
名
刺
の
デ
ザ
イ
ン
を
お
願

い
す
る
な
ど
、
色
ん
な
業
種
の
方
に

支
え
ら
れ
な
が
ら
楽
し
く
経
営
を
し

て
い
ま
す
」
と
語
る
。

　

そ
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
と
、
多
田
さ
ん

を
含
む
４
人
の
農
家
が
集
ま
っ
て

「
Ａ
Ｗ
Ａ
Ｎ
Ｏ
」
と
い
う
グ
ル
ー
プ

を
結
成
。
県
外
の
物
産
展
に
参
加
し

徳
島
の
青
果
の
販
売
促
進
を
行
っ
た

り
、
徳
島
市
北
田
宮
に
あ
る
無
人
マ

ル
シ
ェ
「
北
田
宮
マ
ル
シ
ェ
」
に
出

店
し
、
新
鮮
な
野
菜
を
販
売
す
る
な

ど
の
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
。「
今

後
は
自
分
の
育
て
た
米
や
野
菜
を
ブ

ラ
ン
ド
化
し
、
た
く
さ
ん
の
方
に
食

べ
て
も
ら
う
事
が
目
標
で
す
」
と
熱

意
を
示
す
。

県
西
部
の
起
爆
剤
に

「
宝
ね
ぎ
」で
攻
め
る
農
業

楽
し
く
自
由
に
農
業
を

美
馬
市
美
馬
町　

㈲
美
馬
グ
リ
ー
ン
サ
ー
ビ
ス

藤
原　
昌
樹 

さ
ん
（
40
歳
）

徳
島
市
川
内
町　

㈱
Ｋ
Ａ
Ｚ
Ｕ
Ｆ
Ａ
Ｒ
Ｍ

多
田　
和
宏 

さ
ん
（
27
歳
）

県内各地で活躍する農業者を紹介します 

9 第39号　2026年・春



	

材　料

作り方
1　＊印の材料をよく混ぜ合わせ、マリネ液を作る。
2　ミニトマトは半分に切る。
3　 2のミニトマトと 1のマリネ液をよく混ぜ合わせ、
冷蔵庫で冷やす。

4　器に盛り付け、粉バジル（粉パセリ）をふってで
きあがり。

　ミニトマト… ……………………10 個
＊酢 … …………………………大さじ1
＊レモン汁………………………小さじ1
＊エクストラバージンオリーブ油… …大さじ1
＊砂糖……………………… 小さじ 1/2
＊塩コショウ……………………… 少々
　粉バジル（粉パセリ）…………… 少々

◎トマトのみでも。アボカドの代わり

に大葉やブロッコリー。レタスを

入れてもサラダ仕立てになります。

◎パスタの盛り付けは高さを出した

いもの。トングではなくお皿を回

してみても。

ゆで野菜なら、じゃがいもやニンジンでもできます。何か一品というときに。

材料（３人分）
パスタ……………………300g
 (1人分*水1リットルに対し塩
10gでゆでる)
ミニトマト… …… 12個くらい
アボカド………………… 1個
しらす…………………大さじ3
ニンニク……………… 大1片
オリーブ油……………大さじ5
塩コショウ……………… 少々
コンソメ顆粒……3つまみくらい
粉バジル…………小さじ1/4

ミニトマトのマリネ

・フライパンでゆでる場合の水
量は十分に浸かっていれば
OK。その際パスタは半分に
折るとゆでやすいです。

※水を捨てる際、
　　　不安定なので注意

ポイント

・マリネは、魚 介 類、
肉、野菜などの食材を
油、酢、酒などに漬け
込む調理技法。

ポイント

今回の食材

ミニトマト

トマトと
アボカドの冷製パスタ

お料理教室 COOK-cielbleu
武田 桃枝さん

https://cook-cielbleu.blog.jp/

ブラックペッパー ……適量
粉パセリ（なくても可）
　　　　　　　……少々

作り方
1　フライパンにオリーブ油とみじん切りにしたニンニ
クを入れてから加熱する。弱火で香りが出るまで
じっくり火を通し、大きめのボウル（陶器やステン
レス製のもの）に入れて冷ます。

2　ミニトマトは4等分に切る。アボカドは種を取り
2cm角に切る。

3　 1がある程度冷めたらミニトマト、アボカド、しら
す、塩コショウ、コンソメ顆粒、粉バジルを入れ
て混ぜ、冷蔵庫で冷やす。

4　パスタを袋の表示時間より1分長くゆで、ゆで上
がったら氷水で冷ます。

5　冷蔵庫で冷やしているボウルとゆであがったパス
タをからめて皿に盛りつける。

　　ブラックペッパー、粉パセリをふってできあがり。
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Ａ～Ｅの文字を並び替えて答えを導き出してください

ヒントを参考に、
①から⑤に言葉を当てはめてください。

①	 野菜や果物を屋外の畑でそのまま育てる方法。
○○栽培。

②	 ８頁をご覧ください。病害虫対策・○○○○鳥
獣対策の一部助成を行っています。

③	 こどもの日に食べる、葉で包んだ和菓子。
④	 一生に一度の出会いを大切にするという意味の
言葉。○○○○○○。

⑤	 ５頁をご覧ください。建物共済掛金を○○○○
○○で納入していただけます。

正解者の中から抽選で
「大前養蜂場のはちみつ（250ｇ）」を
プレゼントします。

応 募 方 法
はがきに、必要事項を記入し、ご応募ください。

※当選者の発表は商品の発送をもって代えさせていただきます。
※ご意見ご感想は氏名を省略し、本紙に掲載させていただく場合
がございます。

応募〆切：令和８年７月15日（水） 必着

○答え
○氏名（年齢）
○住所
○電話番号
○ご意見・ご感想

徳島市山城西
二丁目74番地
NOSAI徳島
広報係 行

７ 0 5７ 08 485円切手を
お貼り
ください

前回の答えは「ふくぶくろ」でした。
たくさんのご応募
ありがとうございました。

① A
② B
③ C
④ D
⑤ E

〒770−8054
徳島市山城西二丁目74番地

NOSAI 徳島　広報係　行
◀切り取って、クイズの宛先としてご利用ください

クイズに答えて、プレゼントを当てよう！

　今回のプレゼントは、板
野郡板野町の大前文巳夫さ
んが採取した、徳島県産の
天然はちみつです。純粋な
甘さをトーストやヨーグルト
と一緒にお楽しみください。
なお、道の駅いたのでも購
入いただけます。

８名様

ヒント

表紙のひと、自分たちの営農スタイルを推し進めて
下さい。　　　　　　　　　　　　　（80 代男性）

グラタンにお餅…初めての試み。簡単で身体が温ま
り家族に大好評でした。　　　　　　（60 代女性）

若い農業者の皆さんがご夫婦でがんばっている姿、
たのもしく思っています。いろんなものを体験し、未
来ある収益のある農業でありますように期待してい
ます。　　　　　　　　　　　　　　（60 代女性）

私も花が好きですが花を育てるのは大変です。中村
さん、きれいな花ケイトウを育ててください。

　　　　　　　　　　　　　   　　　　（70 代女性）
クイズと一緒に寄せられた
ご意見・ご感想を紹介します。
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発
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日
／
2026年

５
月
15
日

　

出
身
地
の
上
勝
町
で
、
い
ろ
ど
り

（
料
理
を
美
し
く
見
せ
る
た
め
に
添

え
る
南
天
や
も
み
じ
な
ど
の
飾
り
）

36
ａ
、
葉
わ
さ
び
３
ａ
、
野
菜
２
ａ

を
栽
培
し
て
い
る
竹
中
恵
子
さ
ん
。

両
親
の
農
業
を
将
来
継
承
し
た
い
と

い
う
思
い
と
、
娘
が
病
気
に
な
っ
た

際
に
そ
ば
に
い
ら
れ
る
働
き
方
を
実

現
し
た
い
と
考
え
、
10
年
前
に
就
農

し
た
。
葉
わ
さ
び
栽
培
は
８
年
前
か

ら
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
「
葉
わ
さ
び
部
会
で
日
頃
か
ら
情

報
交
換
を
し
な
が
ら
栽
培
技
術
の
向

上
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
」
と
竹
中

さ
ん
。
年
に
２
回
は
部
会
員
同
士
で

ほ
場
の
視
察
会
を
開
き
、
生
育
状
況

を
見
な
が
ら
意
見
や
ア
ド
バ
イ
ス
を

出
し
合
っ
て
い
る
の
だ
と
い
う
。
先

輩
農
家
か
ら
の
温
か
い
助
言
に
も
支

え
ら
れ
て
お
り
、「
栽
培
を
始
め
た

頃
か
ら
今
も
変
わ
ら
ず
声
を
か
け
て

も
ら
い
、
本
当
に
あ
り
が
た
い
で

す
」
と
笑
顔
を
見
せ
る
。

　

葉
わ
さ
び
が
大
き
く
育
つ
３
月
か

ら
４
月
が
特
に
楽
し
み
。「
南
天
や

も
み
じ
は
取
り
に
行
き
ま
す
が
、
葉

わ
さ
び
は
ハ
ウ
ス
で
育
て
て
い
る
の

で
、
身
近
で
成
長
を
見
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
日
に
日
に
大
き
く
な
る
の

で
出
荷
の
時
期
が
待
ち
遠
し
い
で

す
」
と
話
す
。

　

夏
に
は
上
勝
町
樫
原
の
棚
田
で
両

親
の
稲
作
を
手
伝
い
、
特
産
の
晩
茶

づ
く
り
に
も
か
か
わ
る
。
冬
に
は
い

ろ
ど
り
出
荷
の
最
盛
期
で
、
目
が
回

る
ほ
ど
の
忙
し
さ
。
竹
中
さ
ん
の
１

年
は
、
上
勝
町
の
四
季
の
営
み
と
と

も
に
流
れ
て
い
る
。

勝
浦
郡
上
勝
町
　
竹た

け

　な
か中

　
恵け

い

子こ 

さ
ん

https://www.nosai-tokushima.jp/

本　　 所
家畜診療所
南 部 支 所
西 部 支 所
NOSAI 徳島ホームページ

徳島市山城西二丁目74番地	 TEL 088−622−7731／FAX 088−622−4315
徳島市山城西二丁目74番地	 TEL 088−677−4511／FAX 088−677−6022
阿南市桑野町中野120番地１	 TEL 0884−21−1050／FAX 0884−21−1055
美馬市脇町大字猪尻字西上野115番地１	 TEL 0883−52−3301／FAX 0883−52−3387

表
紙
の

　

  
ひ
と

令
和
８
年
度

水
稲
栽
培
講
習
会
の
開
催
に
つ
い
て

日 

時　

令
和
８
年
７
月
３
日
㈮　

Ａ
Ｍ
９
：
30
～

場 

所　

徳
島
県
立
農
林
水
産
総
合
技
術
支
援
セ
ン
タ
ー

（
名
西
郡
石
井
町
石
井
字
石
井
１
６
６
０
）

定 

員　

60
名
程
度

（
定
員
に
達
し
次
第
締
め
切
ら
せ
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。）

　

農
林
水
産
総
合
技
術
支
援
セ
ン
タ
ー
の
方
を
講
師
に
お

招
き
し
、
損
害
防
止
や
、
収
穫
前
の
管
理
方
法
等
に
つ
い

て
の
講
演
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
前
回
の
参
加
者
に
は
、
別
途
開
催
通
知
を
送
付

い
た
し
ま
す
が
、
前
回
参
加
さ
れ
た
方
以
外
で
参
加
を
希

望
さ
れ
る
方
は
、
お
近
く
の
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
徳
島
ま
で
お
早

め
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※当日はほ場での講習も予定しております。
　帽子などの暑さ対策を忘れないように
よろしくお願いいたします。
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